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新小山市立博物館・間々田のじゃがまいた伝承館 

複合施設整備整備に伴う建築基本設計業務委託 

公募型プロポーザル実施要領 
 

１．実施目的 

小山市では、市の郷土資料の収集・保管、調査研究、そして教育の場としての小山市立博物館の役

割を拡充するため、新しい博物館の整備に着手する。加えて、国の重要無形民俗文化財「間々田のじ

ゃがまいた」の指定を契機に、この伝統文化を末永く継承し、その価値を広く内外に伝えるべく、地

域交流と活性化の拠点となる伝承館施設も複合的に整備する。 

本施設の活動や整備に関する基本的な考え方は、令和７年（２０２５年）３月に策定された「新小

山市立博物館整備基本計画」及び令和５年（２０２３年）５月に策定された「間々田のじゃがまいた

伝承館整備基本計画」に定められている。 

この事業の目的は、両基本計画に基づき、文化財の保存・活用機能を十全に担保しつつ、市の財政

状況と提供されるサービスのバランスを考慮した、最大限に効率的な整備を実現することである。 

本事業について、より効果的、効率的に進めるため、技術提案をもとに最適な事業者を特定する

ことを目的に公募型プロポーザルを実施する。 

 

２．業務概要 

① 業務委託名 

新小山市立博物館・間々田のじゃがまいた伝承館複合施設整備に伴う建築基本設計業務委託 

② 委託箇所 

小山市大字間々田２４３１-３ 

③ 業務内容 

「新小山市立博物館・間々田のじゃがまいた伝承館複合施設整備に伴う建築基本設計業務委託仕

様書」のとおり 

※本仕様書は現時点での予定を示したものであり、提案内容に応じて受注者と協議のうえ契約時

に仕様を変更することがある。 

④ 履行期間 

契約締結日から令和９年６月３０日まで 

⑤ 契約限度額 

62,546 千円（消費税及び地方消費税を含む） 
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３．参加資格 

① 事業者の構成 

本プロポーザルに参加する事業者は、次に示す単独の事業者又は複数の事業者により構成された

共同企業体とする。 

（１）単独の事業者又は共同企業体（JV） 

（２）共同企業体を構成するもののうち代表事業者以外の事業者を構成事業者という。 

（３）共同企業体の代表事業者または構成事業者との契約に基づき業務の一部を実施する企業を協

力業者という。協力業者については、他の参加事業者の協力業者と重複していても構わない。 

② 参加資格要件 

本プロポーザルに参加する事業者は、次の各号に掲げる資格要件を満たす者とする。なお、共同

企業体での参加の場合は代表事業者が（１）から（９）までの要件を全て満たし、代表事業者以外は

（１）及び（３）から（６）までの要件を全て満たしていることとする。 

（１）法人格を有する事業者であること。 

（２）令和７・８年度小山市建設工事等入札参加資格者名簿に登録されていること。 

（３）小山市建設工事請負業者指名停止基準による指名停止を受けていないこと。 

（４）地方自治法施行令（昭和 22年政令第 16 号）第 167 条の 4の規定に該当しないこと。 

（５）会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）第 17 条第 1 項に基づく再生手続開始の申立又は民事

再生法（平成 11 年法律第 225 号）第 24 条第 1 項に基づく再生手続開始の申立ての手続きを

している業者でないこと。 

（６）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3 年法律第 77 号）第 2 条第 2項に掲

げる暴力団、又は参加事業者の役員が、同条第 6 号に掲げる暴力団員である事業者及びそれ

らの利益となる活動を行なう事業者でないこと。 

（７）建築士法（昭和 25 年法律第 202 号）第 23 条に掲げる一級建築士事務所の登録を受けている

こと。 

（８）過去 10 年以内に、「平成 31 年国土交通省告示第 98 号別添二」による建築物の類型十二・建

築物の用途等第２類に該当する施設で「博物館、美術館」に係る延べ面積 1,500 ㎡以上の建

築物の新築に伴って行われた基本設計業務のうち、本プロポーザルの参加表明書等提出日ま

でに完了している業務を元請けとして受注し完了した実績があること。ただし、増築の場合

は、増築部分のうち当該用途部分の延べ面積が 1,500 ㎡以上の場合に限る。 

（９）以下の業務担当者を選任できること。 

① 業務主任技術者（統括責任者） 

② 各設計主任者（建築設計主任者、構造設計主任者、設備設計主任者、外構設計主任者等） 

・建築設計主任者は、一級建築士免許取得後５年以上の実務を有し、過去 10 年以内に、日本

国内における延床面積 1,500 ㎡以上の公共工事建築物の新築に係る基本設計業務の実務経

験がある者とする。 

③ 照査技術者 

・照査技術者は、業務主任技術者及び各設計主任者を兼ねることはできない。 

 



3 

４．事業者特定等に係るスケジュール 

内容 日程 

(１) 実施要領等の公表 令和８年 ６月 30 日（火） 

(２) 質問書の受付 令和８年 ６月 30 日（火）～７月 14 日（火） 

(３) 質問書の回答公表 令和８年 ７月 17 日（金）予定 

(４) 参加表明書等の受付 令和８年 ７月 17 日（金）～７月 22 日（水） 

(５) 書類審査 令和８年 ７月 24 日（金）予定 

(６) 書類審査結果の通知 令和８年 ７月 27 日（月）予定 

(７) 技術提案書等の受付 令和８年 ７月 27 日（月）～８月 31 日（月） 

(８) 提案審査 令和８年 ９月 ３日（木）予定 

(９) 提案審査結果の通知・公表 令和８年 ９月 ７日（月）予定 

(１) 実施要領等の公表 

① 公表日 

令和８年６月 30日（火） 

② 公表場所 

市ホームページ、市庁舎掲示板等に公表する。(市 HP：https://www.city.oyama.tochigi.jp/） 

(２) 質問書の受付 

① 提出期間 

令和８年６月 30 日（火）～７月 14 日（火）午後 12時 まで 

② 提出場所 

質問書（様式１）に記入の上、担当者宛て電子メールにて送信すること。 

③ 備考 

本プロポーザル関するすべての質疑を受け付ける。 

④ 回答期日 

令和８年７月 17 日（金）予定 

⑤ 回答方法 

市ホームページで一括して公表する。個別回答は行わない。 

(３) 参加表明書等の受付 

① 提出期間 

令和８年７月 17 日（金）～７月 22 日（水）午後 12 時まで 

② 提出場所 

７.問い合わせ先及び書類提出場所とする。 

③ 提出書類 

（別表１）のとおりとする。 
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④ 提出方法 

持参又は郵送（必着） ※郵送は書留郵便に限る。 

⑤ 参加辞退 

参加表明書等提出後に参加を辞退する場合は、辞退届（様式任意）を提出すること。 

(４) 書類審査 

① 実施日 

令和８年７月 24 日（金）予定 

② 審査方法 

書類審査は、参加表明書等の提出が５者以上からあった場合に、技術提案書の提出資格がある者

を選定するために行う。提出書類を（別表３）に基づき採点し、上位３～５者を目安に技術提案書の

提出資格がある者として選定する。 

提出が５者未満であった場合は参加資格を満たしていることの確認のみ行い、原則として応募者

すべてを技術提案書の提出資格がある者とする。 

(５) 書類審査結果の通知 

① 通知日 

令和８年７月 27 日（月）予定 

② 通知方法 

「参加表明書」（様式２号）に記載されたメールアドレス宛に個別に通知するとともに、市ホーム

ページに通知した旨を掲載する。審査内容に係る質問や異議は受け付けない。 

(６) 技術提案書等の受付 

① 提出期間 

令和８年７月 27 日（月）～８月 31日（月）午後 12 時まで 

② 提出場所 

７.問い合わせ先及び書類提出場所とする。 

③ 提出書類 

（別表２）のとおりとする。 

④ 提出方法 

持参又は郵送（必着） ※郵送は書留郵便に限る。 

⑤ 参加辞退 

参加表明書等提出後に参加を辞退する場合は、辞退届（様式任意）を提出すること。  

 

(７) 提案審査 

① 実施日・会場 

令和８年 ９月３日（木）予定 市役所本庁舎 会議室 
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② 審査委員会の構成 

下記委員で構成された本プロポーザル審査委員会において、提案審査（プレゼンテーション及び

ヒアリング）を行う。 

委員氏名 役職等 

加藤 浩司 小山工業高等専門学校 建築学科 准教授 

篠﨑 茂雄 栃木県立博物館特別研究員（研究専門員） 

小川 聖 栃木県文化財保護審議会委員、小山市文化財保護審議会委員 

田村 昌弘 小山市建設水道部長 

篠原 正 小山市 教育委員会生涯学習部長 

③ 審査方法 

(ア)各審査委員は提案された内容を踏まえ、（別表４）の評価

項目ごとの配点に右表のウエイトを乗じた点数をもって

評価（5 段階評価）を行う。 

(イ)各審査委員の持ち点（200 点）を合算した値（満点）の６

割を最低基準点とし、各審査委員の評価点を合算した値が

最低基準点に満たない提案者は選外とする。 

(ウ)各審査委員の評価点を合算した値が最も高い提案者を優

先交渉権者、評価点を合算した値が２番目に高い提案者を次点交渉権者として特定する。ただ

し、評価点が同点の場合は見積書の金額が低い者を優先交渉権者とする。 

(エ)提案者が１者のみの場合で、各審査委員の評価点を合算した値が最低基準点を満たすときは、

当該提案者を受託候補者として特定する。 

④ 面接審査 

面接審査は下記の要領で行う。詳細は技術提案書等の受付時に通知する。 

(ア)出席者は、本業務の業務主任技術者（統括責任者）、建築設計主任者、その他担当者の計３名以

内とする。 

(イ)進行は、説明２０分程度、質疑１０分程度を予定している。 

(ウ)説明には、提出した技術提案書のみを使用する。技術提案書をそのまま又は内容要約しプロジ

ェクターを使用しての説明は可とするが、資料の追加及び配布は認めない。 

(エ)プロジェクターを使用する場合、ノートパソコンは参加者が用意すること。 

(オ)プロジェクター、スクリーン、ケーブル（ＨＤＭＩ）、レーザーポインター、マイクは事務局で

用意する。 

(カ)面接審査は、原則として対面で行う。ただし、災害や感染症の流行等により面接審査の実施が

困難と判断される場合は、遠隔（リモート）とすることがある。この場合は別途通知する。 

(８) 提案審査結果の通知・公表 

① 通知・公表日 

令和８年９月７日（月）予定 

② 通知・公表の方法 

提案審査結果は、各事業者へ通知するとともに、市ホームページに掲載する。特定された優先交

評価 ウエイト 

A：優れている 1.00 

B：やや優れている 0.75 

C：普通 0.50 

D：やや不十分 0.25 

E：不十分 0.00 
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渉権者および次点交渉権者の結果、ならびに審査委員会による講評の公表を予定している。なお、

審査内容に関する質問や異議申し立ては一切受け付けない。 

(９) 提案書類の取扱い 

① 著作権 

提案書の著作権は、応募者に帰属する。ただし、市は、本事業の公表及びその他市が必要と認める

場合、優先交渉権者の提案書の一部または全部を無償で使用できるものとする。また、優先交渉権

者以外の提案については、本事業の公表以外には使用しない。 

なお、提出を受けた書類は返却しない。 

② 特許権等 

提案内容に含まれる特許権、実用新案権、意匠権、商標権その他日本国の法令に基づいて保護さ

れる第三者の権利の対象となっている事業手法、工事材料、施工方法、維持管理方法等を使用した

結果生じた責任は、原則として応募者が負うものとする。 

 

５．契約 

特定した優先交渉権者と仕様書等の協議を行い、見積書の金額をもとに随意契約の手続きにより

契約を締結する。ただし、協議が整わない場合や契約までに失格事項が判明した場合は、次点交渉

権者と協議を行うものとする。 

 

６．参加に関する留意事項 

(１) 提案書に関する事項等 

① 提出書類（記録メディア含む）は返却しない。 

② 提出書類の作成及び提出に係る費用は、応募者の負担とする。 

③ 提出書類は本件の選考以外、応募者に無断で使用しない。 

④ 技術提案書は１者１提案とし、提出後の差替えや再提出は認めない。 

⑤ 記載した技術者は、やむを得ない特別な事由がある場合を除き、変更できない。 

⑥ 参加事業者が提出した書類の著作権は作成者に帰属するが、小山市は審査結果を公表する場合、

情報公開請求があった場合その他必要と認める場合には提出書類の全部又は一部を断りなく使

用できるものとする。公開に支障がある場合はあらかじめ申し出ること。 

⑦ 本事業において使用する言語は、日本語、単位は、計量法（平成４年法律第 51号）に定めるも

の、通貨単位は、円、時刻は、日本標準時とする。 

(２) 失格条項 

① 提出方法、提出先、提出期限に合致しないとき。 

② 指定する様式及び記載上の留意事項に示された条件に合致しないもの。 

③ 記載すべき事項以外の内容、虚偽の内容が記載されているもの。 

④ 審査委員会の委員、事務局職員又は関係者に不正な接触又は要求をした場合。 

⑤ 審査の公平性に影響を与える行為があったと審査委員会が認めた場合。 
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⑥ その他、小山市が不適格と認めた場合。 

(３) その他 

① 敷地の現地見学会等は開催しない。 

② 公正なプロポーザルが確保できないと思われる場合、又は適切な事業者を特定できないと判断

される場合は、審査を中止することがある。 

③ この要領に定めるもののほか、必要な事項は小山市が別に定める。 

 

７．問い合わせ先及び書類提出場所 

〒323-8686 栃木県小山市中央町１丁目１番１号 庁舎 6 階 

小山市 教育委員会 文化財課 新博物館・間々田のじゃがまいた伝承館 準備係 

TEL：0285-22-9826 

E-mail：d- bunka*city.oyama.tochigi.jp（セキュリティ上、*を@と読み替えること） 
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（別表１）参加表明書等 提出書類 

提出書類 様式 部数 

参加表明書 参加表明書 様式２ 

原本１部 事業者概要 

業務実績等に 

関する書類 

事業者概要 

様式３ 

業務実績 

業務実施体制 

建築設計主任者の業務実績等 

業務実績及び受賞歴・建築雑誌等掲載の実績が 

わかる資料等 

任意様式 技術者の資格証明証の写し等 

その他参考資料（会社案内等） 

 

（別表２）提案審査 提出書類 

提出書類 様式 部数 

技術提

案書 

・業務実施方針 

・特定テーマ①～③ 

様式４ 

Ａ３ 
及びＰＤＦ 原本１部 

副本 10 部 

メディア１枚 
提案に

関する

図面等 

・敷地配置図（駐車場、敷地内通路等を含む） 

・各階平面図 

・工程表 

任意様式 

Ａ３ 

見積書 ・参考見積書 
任意様式 

Ａ４ 
原本１部 
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【作成上の注意】 

１．技術提案書及び提案に関する図面等 

・ 技術提案書に関して、業務実施方針及び特定テーマ①～③をＡ３版３枚以内（片面・横向

き）で作成し提出すること。なお、業務実施方針及び特定テーマ①～③の記載順、配分、

レイアウトは自由とする。（着色・彩色可） 

・ 提案に関する図面等に関して、技術提案書を補完するための、敷地配置図（駐車場及び敷

地内通路等を含む）、各階平面図、工程表をそれぞれＡ３版１枚（片面・横向き）で作成

し、この順に揃え提出すること。（着色・彩色可） 

・ 上下左右余白を５mm 以上確保すること。 

・ 文字サイズが小さくなりすぎないよう留意すること。 

・ 視覚的表現の考え方については、「技術提案における視覚的表現の取扱いについて」（平成

30 年 4 月 2 日大臣官房官庁営繕部事務連絡）に準拠すること。 

・ 現実的に実現可能な提案、想定総事業費内で竣工可能な提案を簡潔に表現すること。 

・ 原本、副本の内容は同一とし、参加事業者名がわかるような事務所名・ロゴマーク等は入

れないこと。 

・ 原本は様式４とともに左上ホチキス留め、副本は様式４を添付せず左上ホチキス留めとす

ること。副本ごとのクリアファイル、製本カバーの類は不要。 

・ ＰＤＦは提案審査結果公表時に市ホームページに掲載する。１つのファイルにまとめてサ

イズを１０ＭＢ以下になるように調整し、ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒで提出すること。 

２．見積書 

・ 用紙の大きさはＡ４判、縦横・枚数は自由（２枚以上になる場合はホチキス留め）、片面

印刷、白黒で複写しても判読可能なものとすること。 

・ 「新小山市立博物館・間々田のじゃがまいた伝承館複合施設整備に伴う建築基本設計業務

委託」の見積で、作成日、発行元（社名・代表者名）、発行先（小山市長）及び金額（税

抜・税込）を明記すること。 
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（別表３）書類審査項目 

評価項目 評価内容 配点 

（地方公共団体における官公需対策） 地元企業の受注機会の確保 １０ 

事業者概要 

業務実績 

業務実績 事業者の業務実績 ２０ 

業務実施体制 建築設計主任者の業務実績 ２０ 

合 計 ５０ 

【評価内容の詳細】 

1. 地元企業の受注機会の確保（配点：10 点） 

 評価基準と評価点: 企業の参加形態により、以下の 5 段階で評価 

o 10 点 (A 評価): 市内企業の単独または代表事業者による参加 

o 7 点 (B 評価): 市内企業を協力事業者とする参加 

o 4 点 (C 評価): 県内企業の単独または代表事業者による参加 

o 2 点 (D 評価): 県内企業を協力事業者とする参加 

o 0 点 (E 評価): 上記以外 

2. 事業者の業務実績（配点：計 20点） 

 業務実績（配点：10 点） 

o 評価基準: 「博物館、美術館」に係る延べ面積 1,500 ㎡以上の建築物の新築に伴っ

て行われた基本設計業務の実績（最大 5件） 

o 評価点: 1 件につき 2 点 

 受賞歴、建築雑誌掲載歴（配点：10 点） 

o 評価基準: 「博物館、美術館」に係る延べ面積 1,500 ㎡以上の建築物の新築に伴っ

て行われた基本設計業務にて受賞歴、建築雑誌掲載歴がある実績（最大 5件） 

o 評価点: 1 件につき 2 点 

3. 建築設計主任者の業務実績（配点：計 20点） 

 業務実績（配点：10 点） 

o 評価基準: 延床面積 1,500 ㎡以上の公共工事建築物の新築に伴って行われた基本設

計業務の実績（最大 5 件） 

o 評価点: 「博物館、美術館」の新築に関する業務は 1 件につき 2点、それ以外の施

設は 1件につき 1 点 

 受賞歴、建築雑誌等掲載歴（配点：10点） 

o 評価基準: 延床面積 1,500 ㎡以上の公共工事建築物の新築に伴って行われた基本設

計業にて受賞歴、建築雑誌掲載歴がある実績（最大 5 件） 

o 評価点: 「博物館、美術館」の新築に関する業務は 1 件につき 2点、それ以外の施

設は 1件につき 1 点 
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（別表４）提案審査項目 

評価項目 評価内容 配点 

技術 

提案 

＜業務実施方針＞ ・本業務への取組方針や、設計チームにおける

工夫・配慮が適切に提案されているか。 
１０ 

３０ 
・事業費抑制に効果的なコスト管理手法（近年

の資材・労務単価上昇を踏まえた整備費抑制

の考え方、段階的なコスト精査手法 VE 等）

が提案されているか。 

２０ 

＜特定テーマ①＞ 

 

博物館と伝承館の

一体的な連携によ

る相乗効果を生む

施設 

・「歴史を学ぶ」博物館と「技術を体験・伝承

する」伝承館が一体的に連携し、多様な来館

者の交流や回遊性を促す空間・ゾーニング計

画が提案されているか。 

３０ 

６０ ・上記視点を踏まえつつも、博物館に求められ

る厳密な温湿度管理等の文化財収蔵・展示環

境と、伝承館の体験・創作活動に伴う音・振

動・臭気等の発生源対策等が、適切に両立・

制御可能な計画が提案されているか。 

３０ 

＜特定テーマ②＞ 

 

人々をつなぐ場と

して市民に親しま

れる小山市らしい

施設 

・周辺環境と調和し小山市らしい魅力的な外観

計画と、市民に親しまれる内観計画（県産材

の利用など）が提案されているか。 

２０ 

４０ 
・周辺の住民生活に配慮しつつ、誰もが使いや

すく安心して利用できる、施設配置計画・動

線計画が提案されているか。 

２０ 

＜特定テーマ③＞ 

 

環境にやさしくラ

イフサイクルコス

ト低減が図られた

施設 

・清掃・点検のしやすさやメンテナンス空間の

確保により、将来の維持管理コストを縮減す

る工夫が提案されているか。 

３０ 

５０ 
・自然採光・通風の活用や断熱性の向上など、

施設全体の環境負荷を低減するアプローチが

提案されているか。 

２０ 

面接 

審査 

業務への取組意欲・

質疑応答の的確性 

・プレゼンテーションから業務への取り組み意

欲が感じられ、質問に対する回答が的確であ

るか。 

２０ ２０ 

合 計 ２００ 

※書類審査からの評価点の持ち越しは行わない。 

 


